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段落と段落の関係（１） 

■説明 

 前回は、段落内の文章の流れを学びました。今回は、文章全体の構成をとらえるため、

段落と段落の関係に着目してみましょう。 

文章を書く目的は、自分の主張を伝えることにあります。単に主張の言いっぱなしでは、

誰にも理解してもらえません。ですから、筆者は読者にわかってもらえるように、根拠や

理由を筋道立てて説明しようとします。 

文章の構成は、結論の位置によって「頭括型」、「尾括型」、「双括型」の３つに分類する

ことができます。「頭括型」とは、最初に結論を述べて、その根拠や理由をあとで説明する

方法です。新聞記事は頭括型の代表例といえます。皆さんが書くビジネス文章も、一般的

には頭括型ではないでしょうか。「尾括型」とは、事実や理由を積み上げたうえで、最後に

結論を述べる方法になります。多くの日本語の文章は、尾括型で書かれています。また、

代表的な文章構成法として、「序論、本論、結論」や「起承転結」などがあります。「双括

型」とは、最初と最後に結論やまとめを繰り返し述べる方法で、強調効果があります。例

えば、「ＰＲＥＰ法」と呼ばれる方法が該当します。 

このような文章構成を意識すると、筆者が組み立てた論理展開を素早く正確に把握でき

るようになります。まずは、書かれている内容を丁寧に読み取ることから始めていきまし

ょう。 

図表 9-1 基本となる文章構成 

頭括型 結論 ⇒ 根拠 

尾括型 根拠 ⇒ 結論 

双括型 結論 ⇒ 根拠 ⇒ 結論 

図表 9-2 代表的な文章構成法 

序論、本論、結論 話題の提示(序論)、根拠の説明(本論)、結論の提示(結論)。 

起承転結 
書き出しで読者を話に引き込み(起)、主題を展開し(承)、視点を変え

て興味を引き(転)、全体をまとめる(結)。 

ＰＲＥＰ法 

Point(結論),Reason(理由),Example(具体例),Point(結論)の頭文字。

最初に結論を伝え、次にその理由を説明、事例で理由を補強し、最後

に結論を再度提示する。 
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■例題と解説 

それでは、例題として以下の文章を確認しましょう。段落と段落はどのようにつながっ

ているのか。文章構成はどうなっているのか。よく考えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、それぞれの段落にどのようなことが書かれていたのかを正しく読み取りましょう。

各段落の要点をとらえるポイントは、「繰り返し使われている言葉」に着目することです。

そのうえで段落と段落がどのような関係でつながっているのかを考えていきましょう。段

落同士の関連性をとらえるポイントは、「書き出しの文章」をよく読むことです。特に、接

続詞や指示語がある場合は注目して下さい。大きなヒントになります。 

 

 

 

▼ハードボイルド小説に一番しっくりくる街は、やはり新宿だろうか。大沢在昌さん

の人気シリーズだって、その名もずばり「新宿鮫」である。物語の中の新宿では今宵

（こよい）も欲望と熱気が渦を巻く。暴力団と外国マフィアがにらみ合い、銃声が響

く。かくして街は眠らない。 

▼こんな新宿のイメージを象徴するのが歌舞伎町だった。終戦直後、歌舞伎の劇場を

誘致しようとして果たせなかった名残の町名からして、不思議な雰囲気が漂う。ここ

でなら新宿鮫の主人公とすれ違っておかしくないような時期が、確かにあった。官民

をあげた浄化作戦が 10 年続いて、いまの街の表情はずいぶん穏やかだ。 

▼最近では子どもを連れた外国人観光客も珍しくない。だが映画の街でもあった歌舞

伎町としては、寂しい話題が続いている。複数のスクリーンを持つシネコンが近隣に

進出したことで、古くからの歌舞伎町の映画館は相次いで閉館に追い込まれた。最後

まで踏ん張っていた新宿ミラノ座も昨年暮れ、ついに看板を下ろした。 

▼閉館したビルの明かりが消えた街は、しばしの居眠りの途中といったところか。春

にはコマ劇場の跡地に 30 階建ての複合ビルがオープンする。目玉が都内最大級のシネ

コンなのは皮肉のようにも思えるが、街は今度はどんな顔を見せてくれるのだろう。

猥雑（わいざつ）さが懐かしくもあるけれど、スリル満点の街は新宿鮫に任せよう。 

(2015/1/13 付日本経済新聞 朝刊)
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 繰り返し使われている言葉（キーワード）をマークすると、以下の通りになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さっそく、キーワードに着目して各段落の要点をまとめてみましょう。 

第１段落 

大沢在昌さんの人気ハードボイルド小説「新宿鮫」の中の新宿は、欲望と熱気が渦を巻

く。暴力団と外国マフィアがにらみ合い、銃声が響く。かくして街は眠らない。 

第２段落 

 こんな新宿のイメージを象徴するのが歌舞伎町だった。新宿鮫の主人公とすれ違ってお

かしくないような時期が確かにあったが、浄化作戦が続き、いまの街の表情はずいぶん

穏やかだ。 

第３段落 

映画の街でもあった歌舞伎町としては、寂しい話題が続いている。シネコンが近隣に進

▼ハードボイルド小説に一番しっくりくる街は、やはり新宿だろうか。大沢在昌さん

の人気シリーズだって、その名もずばり「新宿鮫」である。物語の中の新宿では今宵

（こよい）も欲望と熱気が渦を巻く。暴力団と外国マフィアがにらみ合い、銃声が響

く。かくして街は眠らない。 

▼こんな新宿のイメージを象徴するのが歌舞伎町だった。終戦直後、歌舞伎の劇場を

誘致しようとして果たせなかった名残の町名からして、不思議な雰囲気が漂う。ここ

でなら新宿鮫の主人公とすれ違っておかしくないような時期が、確かにあった。官民

をあげた浄化作戦が 10 年続いて、いまの街の表情はずいぶん穏やかだ。 

▼最近では子どもを連れた外国人観光客も珍しくない。だが映画の街でもあった歌舞

伎町としては、寂しい話題が続いている。複数のスクリーンを持つシネコンが近隣に

進出したことで、古くからの歌舞伎町の映画館は相次いで閉館に追い込まれた。最後

まで踏ん張っていた新宿ミラノ座も昨年暮れ、ついに看板を下ろした。 

▼閉館したビルの明かりが消えた街は、しばしの居眠りの途中といったところか。春

にはコマ劇場の跡地に 30 階建ての複合ビルがオープンする。目玉が都内最大級のシネ

コンなのは皮肉のようにも思えるが、街は今度はどんな顔を見せてくれるのだろう。

猥雑（わいざつ）さが懐かしくもあるけれど、スリル満点の街は新宿鮫に任せよう。 

(2015/1/13 付日本経済新聞 朝刊)
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出したことで、旧来の映画館は相次いで閉館に追い込まれた。最後に残った新宿ミラノ

座も昨年暮れ看板を下ろした。 

第４段落 

閉館したビルの明かりが消えた街に、シネコンを目玉にする複合ビルがオープンする。

街は今度はどんな顔を見せてくれるのだろう。 

 

各段落の要点を整理できたでしょうか。次に、書き出しの文章を読みながら、段落と段

落の関係を確認しましょう。ここでは、話の流れ(ストーリー)をとらえることが重要にな

ります。 

 

第１段落 

ハードボイルド小説「新宿鮫」を話題にあげて、欲望と熱気が渦を巻く新宿の街を取り

上げています。＜序論＞ 

第２段落 

まず、書き出しの文章の「こんな新宿のイメージを象徴するのが歌舞伎町だった」に着

目します。‘こんな’という指示語からは、第１段落を受けて、今回のテーマである「歌

舞伎町」について話題を展開していることが読み取れます。続く文章では、歌舞伎町で

は新宿鮫の主人公とすれ違っておかしくないような時期が確かにあったが、いまの街の

表情はずいぶん穏やかだと、街の雰囲気の変化を述べています。＜本論：街の変化１＞ 

第３段落 

同様に文頭の「最近では子どもを連れた外国人観光客も珍しくない」に着目しましょう。

まず‘最近’という言葉です。第２段落の最後にあった‘いまの’という言葉と関連付

けられたでしょうか。それから、外国人観光客も珍しくないの‘も’という助詞にも注

目です。並列や付加を表しています。このことから、第２段落と第３段落は「対」の関

係であると理解できます。続く文章では、映画の街でもあった歌舞伎町の近隣にシネコ

ンが進出したことで、旧来の映画館は全て閉館に追い込まれたと、映画の街の変化につ

いて述べています。＜本論：街の変化２＞ 

第４段落 

閉館したビルの明かりが消えた街に、シネコンを目玉にする複合ビルがオープンするこ

とをきっかけにして、「街は今度はどんな顔を見せてくれるのだろう」という筆者の主張
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■今回の課題 

 以下の春秋の文章構成を踏まえたうえで、60 字から 80 字以内で要約してみましょう。

本文の修飾語を活用し、背景や主張に具体性を持たせることも意識してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

                     

                     

                     

 

 

  

▼「いつも２つのことに取り組んできた」。ノーベル生理学・医学賞に輝いた大村智さ

んは 2010 年の本紙夕刊「人間発見」でそう振り返っている。山梨県の農家に生まれ、

子供のころは勉強のかたわら農作業。大学院で化学の勉強を続けたときは高校で教壇

に立った。 

▼農業は、いつ、どんな作業をすべきか、計画的に取り組まなくてはならない。「時機

を逸することはできない」。工業高校の夜間部で教えていたときは、手に油汚れをつけ

たまま、夜は鉛筆を握って学ぶ生徒の姿を見て、「自分は怠けていた」とハッとした。

そうした二足のわらじの経験がすべて、その後に生きたようだ。 

▼資金集めや企業との共同開発など、計画性が求められるのは研究も同じだ。北里研

究所の再建など「研究を経営する」センスにもつながった。高校生から受けた刺激は、

寝袋を持ち込んで実験するといった妥協しない研究姿勢をより強くしただろう。視野

を広げられる環境に身を置いてきたことが財産になったに違いない。 

▼中学でサッカー、高校でスキーを始め、クロスカントリーに夢中になった。山梨県

代表として全国大会に出てもなかなか勝てず、他県の優秀な選手とともに強化合宿で

もまれるなかで腕を磨いた。「自分より高いレベルの人たちと競うことの大切さを知っ

た」という。出会いを肥やしにしてきた先に、ノーベル賞があった。 

(2015/10/6 付日本経済新聞 朝刊)
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■前回の課題の解答 

＜問題再掲＞ 

以下の春秋の「主張文」をまず特定し、主張に至った理由・背景にあたる文章を抜き出

しましょう。 

▼イスラムの世界はいま日の出から日没までの間、飲食を断つラマダンの期間に入って

いる。先日、東京都内のモスクを訪ねると、日没後にとる食事の準備が始まっていた。

食材の香りや食器の音がする。抱いていた「修行」のイメージとは違い、明るい雰囲気

を感じた。 

▼礼拝にはビジネスマンや留学生など様々な人たちが集まってくる。１日５回のお祈り

は大変ではと思っていたが、「体のために１日３回の食事をします。心のための１日５回

の礼拝も同じ」とのことだった。小学校帰りの兄弟と思われる幼い子どもが２人やって

来て、兄が弟にお手本を示しながら礼拝の作法を教えていた。 

▼過激派組織「イスラム国」（ＩＳ）はラマダン期間中のテロを呼び掛けているという。

昨年もこの時期にテロが相次ぎ、今年も米国でＩＳの影響を受けたとされる男による銃

の乱射事件が起きたばかりだ。詳細はなお不明だが、事件の本質は、暴力を用い問答無

用で自分の主張を押しつける身勝手な姿勢にあるように思う。 

▼モスクの男性に問うと、「テロは間違っている。戦い、克服すべき相手は我欲」との答

えが返ってきた。相手の立場を理解しようとせず、力ずくで封じ込めるような土壌が日

本でも広がってはいないか。「異文化」だと思っても実際に触れ、話を聞けば「なるほど」

とうなずくことは少なくない。努力を怠ってはなるまい。 

(2016/6/21 付日本経済新聞 朝刊) 

 

まず、今回の主張文は、第４段落の『「異文化」だと思っても実際に触れ、話を聞けば「な

るほど」とうなずくことは少なくない。努力を怠ってはなるまい。』でした。 

そして、「異文化」とは、第一段落から全段落を通して語られる今回のテーマ「イスラムの

世界」のことですね。 

 では次に、筆者はなぜ「異文化」に触れて理解する努力を怠るな、と主張しているので

しょうか。それは同じ第４段落にある通り、「相手の立場を理解せず、力ずくで封じ込める

土壌が日本でも広がっていないか」と危惧しているからですね。これが「筆者が主張に至

った理由・背景」です。 
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 せっかくなので、更に深堀しましょう。なぜ力ずくで封じ込めることを危惧する必要が

あるのでしょうか。それは第３段落にある通り『過激派組織「イスラム国」（ＩＳ）の呼び

掛けに呼応した相次ぐテロ』が発生しているためですね。これが、今回筆者が主張を述べ

た「きっかけ」となりました。このように、主張文を特定し、その後「なぜ？」「なぜ？」

を繰り返すと、主張に至った理由・背景やきっかけが明確となり、全体的な文章の流れを

掴むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




